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第 191号 令和２年２月

中
部
森
林
技
術
交
流
発
表
会
を
開
催

〈本局のトピックス〉
【
技
術
普
及
課
】

　

一
月
三
十
日
と
三
十
一
日
の
二
日

間
、
中
部
森
林
管
理
局
大
会
議
室
に
お

い
て
延
べ
四
百
名
近
く
の
参
加
を
い
た

だ
き
、「
令
和
元
年
度
中
部
森
林
技
術

交
流
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
国
有
林
関
係
や
民
有

林
・
学
校
関
係
等
か
ら
合
計
二
十
五
課

題
が
発
表
さ
れ
、
国
有
林
の
部
で
は
、

全
十
四
課
題
の
中
か
ら
四
課
題
を
優
秀

賞
に
選
定
し
ま
し
た
。

　

木
曽
森
林
管
理
署
・
木
曽
森
林
ふ
れ

あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
木
曽
ヒ

ノ
キ
天
然
更
新
の
た
め
の
サ
サ
制
御
と

そ
の
効
果
に
つ
い
て
の
発
表
が
あ
り
、

貴
重
な
天
然
資
源
と
し
て
伝
統
的
建
築

物
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
き
た
木
曽
ヒ
ノ

キ
の
天
然
更
新
技
術
の
確
立
に
期
待
が

高
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
か
ら

は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
「
捕
獲
セ

ン
サ
ー
」
に
よ
り
、
わ
な
見
回
り
の
軽

減
化
を
試
み
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策

と
、
主
伐
箇
所
周
辺
で
集
中
的
に
ニ
ホ

ン
ジ
カ
を
捕
獲
し
、
植
付
時
の
食
害
を

防
ぐ
等
、
造
林
事
業
の
省
力
化
に
向
け

た
取
組
が
と
も
に
注
目
を
集
め
ま
し

た
。

　

東
信
森
林
管
理
署
か
ら
は
、
再
造
林

す
る
際
に
重
要
と
な
る
野や

鼠そ

駆く
じ
ょ除
の
現

状
と
今
後
の
取
組
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
殺さ

っ
そ
ざ
い

鼠
剤
散
布
の
有
効
性
を
確
認

無む
か
ふ
ん
花
粉
ス
ギ
「
立た
て
や
ま山　

森
の
輝
き
」
を

本
格
的
に
普
及
す
る
た
め
の
農
業
用
機

械
を
活
用
し
た
育
い
く
び
ょ
う苗
技ぎ
じ
ゅ
つ術
や
休
き
ゅ
う
こ
う耕
田で
ん

を

有
効
活
用
し
た
水す
い
こ
う耕
栽さ
い
ば
い培
の
実
証
試
験

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
生
の
部
で
は
、
下し

も
た
か
い

高
井
農
林
高
等

学
校
が
、
放
置
さ
れ
拡
大
し
て
い
る
モ

ウ
ソ
ウ
チ
ク
林
の
竹
を
加
工
し
て
キ
ャ

ン
ド
ル
を
作
成
し
、
地
域
の
資
源
と
し

て
活
用
す
る
取
組
等
を
発
表
し
、
実
際

に
会
場
で
披
露
さ
れ
た
バ
ン
ブ
ー
キ
ャ

ン
ド
ル
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
発
表
成
果

を
業
務
に
活
用
し
て
い
く
と
と
も
に
、

研
究
機
関
、
学
校
、
林
業
事
業
体
な
ど

関
係
機
関
や
地
域
と
の
連
携
を
深
め
、

森
林
・
林
業
技
術
の
さ
ら
な
る
発
展
と

普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

し
、
今
後
は
省
力
化
に
向
け
て
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
し
た
散
布
試
験
を
実
施
し
て

い
く
こ
と
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
有
林
・
学
校
関
係
で
は
、
富
山
県

森
林
研
究
所
か
ら
、
開
発
し
た
優

ゆ
う
り
ょ
う良

伐採方法とササ処理区分別にプロットを設定
（木曽署・木曽森林ふれあい推進センター）

捕獲センサーを用いたICT技術により見回り労力を軽減化
（愛知森林管理事務所）

バンブーキャンドル
（下

しもたかい

高井農林高等学校）

タマネギ用移植機を活用した植え付け作業の省力化
（富山県農林水産総合技術センター　森林研究所）

野
や

鼠
そ

被害を受ける前の苗
な え ぎ

木と食害を受けた後
の苗

な え ぎ

木（東信森林管理署）

野鼠被害について
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令和元年度中部森林技術交流発表会　入賞課題一覧表

国有林の部

◎局長賞　優秀賞
番号 課　　　　題　　　　名 所　属 氏　名

4 木曽ヒノキ天然更新のためのササ制御とその効果について

木曽森林管理署 中
なかじま

島　和
か ず み

美

木曽森林ふれあい推進センター 早
はやかわ

川　幸
こ う じ

治

7
ICTを活用したニホンジカ捕獲の取組について
～わな見回りの軽減の試み～

愛知森林管理事務所 日
ひ お き

置　順
よりあき

昭

8 造林事業の省力化に向けた新たな挑戦 愛知森林管理事務所 埴
はにおか

岡　千
ち ひ ろ

尋

13 野
や そ く じ ょ

鼠駆除の現状と確実な再造林に向けた今後の取組 東信森林管理署 舟
ふ な き

木　　武
たける

加
か と う

東　良
よしあき

彬

◎局長賞　努力賞
番号 課　　　　題　　　　名 所　属 氏　名

1 キッカケ沢土
どせきりゅうさいがい

石流災害の発生によるその後の対応について 南信森林管理署
大
お お く ぼ

久保秀
しゅういち

一
高
たかはし

橋　　進
すすむ

城
じょうない

内　優
　　ゆうき

希

2
花
か こ う が ん ま さ ど

崗岩真砂土における航
こうくうじっぱんこう

空実播工の経年変化の追跡
～植生と土壌の観点から～

伊那谷総合治山事業所
津
つ む ら

村　直
な お き

樹
宮
みやざわ

澤　昌
まさひろ

弘
佐
さ と う

藤　義
よしかず

和

3 治山事業におけるニホンジカ対策と土壌固定の取組について 東濃森林管理署
菅
す が の

野　暢
のぶあき

晃
城
じょうくら

倉　恵
　けいすけ

介
江
え さ き

﨑　陽
ようすけ

介

5 架
かせんしゅうざい

線集材地域における生産性向上の取組
南木曽支署 千

ち む ら

村　知
ともひろ

博
㈲ヤマカ木材 勝

か つ の

野　泰
たいへい

平

6 高密度植栽地における間伐効果と今後の施業について 森林技術・支援センター 目
め ざ き

崎　拓
た く み

海
安
や す え

江　清
きよふみ

文

9 秋植栽したヒノキ ・ コンテナ苗が枯死した原因について
飛騨森林管理署 横

よ こ た

田　和
か ず え

江
岐阜県森林研究所 渡

わたなべ

邉　仁
ひ と し

志

10 中信森林管理署グリーンサポートスタッフの取組 中信森林管理署 鈴
す ず き

木里
り

歩
ほ

子
こ

平
ひら

杤
 とち

　潤
じゅんき

己

11
イヌワシ生息地の森林環境保全整備事業箇所における
生息環境改善の試み（中間報告）

東信森林管理署 木
き う ち

内　重
しげあき

明

㈱環境アセスメントセンター 水
みずかみ

上　貴
たかひろ

博

12
高
こうざん

山・亜
あこうざん

高山での長期にわたる植生復元事業
～立

たてやま

山ルートにおける緑化木ミヤマハンノキの管理について～

富山森林管理署 桑
くわばら

原　優
ゆ う た

太

立
たてやま

山ルート緑化研究委員会 大
おおみや

宮　　徹
とおる

14 ニホンジカによる造林地被害に対する新たな取組について 岐阜森林管理署 古
ふ る た

田　　誠
まこと

中
なかだに

谷　淳
あ つ し

視
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第 191号 令和２年２月〈本局のトピックス〉
令和元年度中部森林技術交流発表会　入賞課題一覧表

民有林・学生の部
◎森林・林業振興賞
番号 課　　　　題　　　　名 所　属 氏　名

16
富山県における優

ゆうりょうむかふん

良無花粉スギ「立
たてやま

山 森の輝き」の
省力的な育

いくびょうぎじゅつ

苗技術
富山県森林研究所 斎

さいとう

藤　真
ま き

己

17 グルタチオン施
せ ひ

肥が秋出荷に向けたヒノキコンテナ苗
なえ

生産へ及ぼす影響

岐阜県森林研究所 茂
も て き

木　靖
やすかず

和
渡
わたなべ

邉　仁
ひ と し

志

岡山県農林水産総合センター　 小
お が わ

川　健
けんいち

一

18 下
し た が

刈りを完全省略した造林地におけるヒノキの成長 岐阜県森林研究所 渡
わたなべ

邉　仁
ひ と し

志
茂
も て き

木　靖
やすかず

和

19 新たな森林管理制度の長野県の取組について
長野県林務部森林政策課
森林経営管理支援センター

井
い で

出　政
せい

次
じ

23 ロープ巻
ま

きによるクマ剥
は

ぎ防除の効果について
（国研）森林研究・整備機構
森林整備センター　中部整備局
岐阜水源林整備事務所

狩
か り の

野　裕
ゆうすけ

介
小
こばやし

林佳
か お り

央理

◎奨励賞
番号 課　　　　題　　　　名 所　属 氏　名

15
地域へ届け！私たちの思い
～下

しもたかい

高井農林高校グリーンデザイン科の取組～
下
しもたかい

高井農林高等学校
上
う え の

埜　達
たつろう

郎
河
こ う の

野　悟
ご

大
だい

伊
い と う

東　涼
りょうと

斗

20 ドローンを用いた定
ていせい

性と列
れつじょうかんばつぼく

状間伐木の画像抽出

信州大学農学部 浦
う ら の

野　陽
ようへい

平

北信森林管理署 岩
いわつか

塚　伸
のぶひと

人

21
林大版チェンソー安全作業マニュアル　
～伐倒作業編～　

長野県林業大学校
高
たかはし

橋　幸
こ う じ

司
溝
みぞぐち

口　翔
しょうた

太
三
み む ろ

室　晃
あきひと

人

22
スギ人工林を構成する個体の成長解析
および林分の現況に関する研究

長野県立木曽青
せいほう

峰高等学校 佐
さ さ き

々木　隼
はやと

梅
うめもと

本　倫
ともひと

仁

24 飛騨の赤松が育てる～森・人・伝統建築～

岐阜県立飛
ひ だ た か や ま

騨高山高等学校 加
か と う

藤　英
ひで

聖
とし

赤
あ か ば ね

羽根　迅
じん

㈾戸
と だ

田材木店・ セルバ 戸
と だ

田　昌
しょうじ

志

25 林業界における女性の在り方 長野県林業大学校 一
いちやなぎ

桺きくの
岩
い わ た

田　　紬
つむぎ



− 4 −

令和２年２月 第 191号

　

一
日
目
は
、
佐
久
穂
町
有
林
、
大
お
お
ま
が
り曲

国
有
林
に
お
け
る
「
皆か
い
ば
つ
せ
ぎ
ょ
う

伐
施
業
後
の
造

林
作
業
機
導
入
に
よ
る
低
コ
ス
ト
化
の

取
組
」、「
カ
ラ
マ
ツ
大お

お
な
え苗
低て
い
み
つ
ど

密
度
植

栽
、
当
年
生
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
試

験
」
に
つ
い
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
東と

う
し
ん信
木
材
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
セ
ン
タ
ー
の
取
組
、
市
場
の

動
向
に
つ
い
て
の
説
明
等
を
受
け
、
そ

の
後
、
各
県
か
ら
の
主
伐
再
造
林
に
お

け
る
取
組
状
況
な
ど
に
つ
い
て
情
報
提

供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
日
間
の
交
流
で
、
各
講
師
や
現
地

で
の
説
明
に
対
し
、
活
発
な
質
疑
応
答

と
積
極
的
な
意
見
交
換
が
図
ら
れ
、
民

国
の
さ
ら
な
る
連
携
に
有
意
義
な
会
議

と
な
り
ま
し
た
。

〈本局のトピックス〉

植栽試験地（国有林）での視察の様子

造林作業機導入試験地（町有林）
での視察の様子

感謝状授与者（中央：（株）吉本　由
ゆ い

井正
まさたか

隆様、
中央右：佐久森林組合　依

よ だ

田秀
しゅういち

一様、中央左：東信署長）との記念写真

【
技
術
普
及
課
】

　

十
一
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
二
日
の

二
日
間
、
森
林
総
合
監
理
士
等
連
携
会

議
を
長
野
県
と
の
共
催
で
佐さ

く

し
久
市
、

小こ
も
ろ
し
諸
市
、
南み
な
み
さ
く
ぐ
ん

佐
久
郡
佐さ

く久
穂ほ

町ま
ち

に
て
開

催
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
は
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
民
有

林
・
国
有
林
の
森
林
総
合
監
理
士
等
の

資
質
と
技
術
の
向
上
、
並
び
に
情
報
交

換
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
今
年
は
四
県
（
長
野
、
岐
阜
、
静

岡
、
愛
知
）
の
民
有
林
関
係
者
十
七

名
、
中
部
森
林
管
理
局
職
員
十
六
名
が

参
加
し
、
カ
ラ
マ
ツ
林
業
地
に
お
け
る

主
伐
・
再
造
林
の
取
組
、
木
材
市
場
流

通
等
に
つ
い
て
事
例
紹
介
や
現
地
視
察

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

【
総
務
課
、
資
源
活
用
課
】

　

二
月
十
三
日
、
中
部
森
林
管
理
局
に

お
い
て
、「
大
嘗
宮
」
に
用
い
る
良
質

な
皮
付
き
カ
ラ
マ
ツ
を
生
産
供
給
い
た

だ
い
た
、「
佐さ

く久
森
林
組
合
」
及
び

「
株
式
会
社　

吉よ
し
も
と本
」
の
二
事
業
体
の

功
績
に
対
し
て
、
令
和
元
年
度
国
産
材

利
用
推
進
部
門
の
局
長
感
謝
状
の
贈
呈

を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
十
一
月
十
四
日
か
ら
十
五
日
に

行
わ
れ
た
「
大

だ
い
じ
ょ
う
さ
い

嘗
祭
」
は
皇
位
継
承
の

重
要
祭さ

い
し祀
で
あ
り
、
皇
居
東ひ
が
し
ぎ
ょ
え
ん

御
苑
に

特
設
さ
れ
た
「
大
嘗
宮
」
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

大
嘗
宮
は
、
古
代
か
ら
伝
わ
る
伝
統

工
法
の
「
黒く
ろ
き木
造
り
」
で
建
て
ら
れ
、

当
局
ほ
か
が
供
給
し
た
「
良
質
の
皮
付

き
丸
太
」
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
良
質
の
皮
付
き
丸
太
」
の
生
産
に

当
た
っ
て
は
、
二
事
業
体
が
、
通
常
は

高
性
能
林
業
機
械
で
実
施
す
る
造
材
作

業
を
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
手
で
待
っ
て
実

施
し
た
ほ
か
、
運
搬
の
際
に
は
皮
剥
け

防
止
の
緩
衝
材
を
使
用
す
る
な
ど
工
夫

を
こ
ら
し
て
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
事
業
体
と
連
携
し
な
が
ら

予
定
数
量
の
約
二
倍
も
の
本
数
を
職
員

総
出
で
保
管
・
管
理
し
無
事
丸
太
を
供

給
す
る
な
ど
模
範
的
な
取
組
を
行
っ
た

東
信
森
林
管
理
署
に
も
局
長
か
ら
表
彰

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

様
々
な
対
応
を
経
て
、
無
事
納
品
が

出
来
た
こ
と
は
、
国
産
材
と
り
わ
け

「
信
州
カ
ラ
マ
ツ
」
の
利
用
推
進
の
一

助
と
な
り
ま
し
た
。
関
係
さ
れ
た
皆
様

方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

民
・
国
連
携
に
よ
る

森
林
総
合
監
理
士
等
会
議
を
開
催

国
産
材
利
用
推
進
に
尽
力

　
～
大

だ
い
じ
ょ
う
き
ゅ
う

嘗
宮
造
営
用
材
の

�

搬
出
に
感
謝
状
授
与
～
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第 191号 令和２年２月

【
木
曽
森
林
管
理
署
】

　

一
月
二
十
五
日
、
木き

そ
ぐ
ん
曽
郡
上あ
げ
ま
つ
ま
ち

松
町
の

木き
そ
か
ん
ざ
い

曽
官
材
市い
ち
う
り売
㈿
に
お
い
て
第
二
十
三

回
全
日
本
木
材
市
場
連
盟
国
産
材
需
要

拡
大
製
材
品
特
別
展
示
大
会
が
、
国
有

林
材
等
の
製
材
加
工
品
約
一
八
〇
立
方

㍍
を
集
め
、
全
国
各
地
か
ら
百
名
の
買

い
方
が
集
ま
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

記
念
式
典
に
続
き
セ
リ
市
が
始
ま
る

と
、
買
い
方
そ
れ
ぞ
れ
の
目
当
て
の
製

品
を
活
発
に
競
り
合
い
が
行
わ
れ
、
な

か
で
も
、
㈱
野
尻
木
材
工
業
所
が
出
品

し
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
た
木
曽
ヒ

ノ
キ
柾ま

さ
い
た板
四
㍍
×
一
九
・〇
㌢
㍍
×

一
三
・〇
㌢
㍍（
カ
ネ
ム
ジ
）
に
は

二
百
四
十
万
円
／
立
方
㍍
、
㈱
勝か
つ
の野
木

材
が
出
品
し
た
木
曽
ヒ
ノ
キ
板
目
一
・

四
㍍
×
七
二
・〇
㌢
㍍
×
六
・〇
㌢
㍍

（
四
方
ム
ジ
）
に
二
百
万
円
／
立
方
㍍

で
買
い
上
げ
ら
れ
、
特
に
幅は

ば
び
ろ広
材
、

無む
ぶ
し節
材
は
人
気
が
高
く
活
発
な
取
引
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
の
方
々
の
間
で
、
昨
年

度
と
今
年
度
に
開
催
し
た
「
ブ
ラ
ン
ド

材
を
用
い
た
新
空
間
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

ペ
」
の
受
賞
作
品
（
試
作
品
）
も
紹
介

さ
れ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
と
優
れ
た
デ

ザ
イ
ン
に
木
材
利
用
の
新
た
な
可
能
性

に
つ
い
て
話
が
弾
み
ま
し
た
。

【
東
信
森
林
管
理
署
】

　

十
二
月
十
三
日
か
ら
東と

う
し
ん信
木
材
セ
ン

タ
ー
協
同
組
合
連
合
会
と
連
携
し
、
山

元
（
伐
採
箇
所
付
近
の
林
道
沿
い
）
に

お
け
る
産
物
販
売
委
託
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

中
部
森
林
管
理
局
で
行
っ
て
い
る
販

売
委
託
は
、
丸
太
を
民
間
の
市
場
へ
運

搬
し
、
そ
こ
で
入
札
や
セ
リ
に
よ
り
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
販
売
方
法
は

市
場
ま
で
の
運
搬
を
行
わ
ず
山
元
に
丸

太
を
集
積
し
、
電
子
入
札
に
よ
り
行
う

こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

販
売
か
ら
搬

は
ん
し
ゅ
つ出ま
で
は
、
希
望
者
が

東
信
木
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
を
行
い
、

公
告
期
間
中
に
集
積
さ
れ
て
い
る
丸
太

の
品
質
等
を
現
地
で
確
認
し
た
う
え

で
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
で
応

札
を
行
い
、
落
札
者
が
丸
太
を
現
地
か

ら
搬
出
し
ま
す
。

　

こ
の
方
法
で
は
通
常
の
販
売
委
託
と

比
べ
、
市
場
ま
で
の
運
搬
費
を
必
要
と

し
な
い
た
め
、
生
産
事
業
の
請
負
経
費

を
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
カ
ラ
マ
ツ
需
要
が
拡
大
す
る
現

在
、
電
子
入
札
の
採
用
で
遠
方
か
ら
も

多
く
の
事
業
者
が
入
札
に
参
加
す
る
こ

と
に
よ
り
、
高
値
で
の
販
売
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

㈱
野の
じ
り尻
木
材
工
業
所
が

�

林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞

山や
ま
も
と元
産
物
販
売
委
託
を
開
始

〈各地からのたより〉

デザインコンペ受賞作（試作品）
（左から、大屋 誠上松町長、
大畑 俊隆長野県議会議員、

当局長、野村 弘木曽官材市売協同組合理事長）林野庁長官賞受賞の
木曽ヒノキ柾板

山元での椪
はい

積
づみ

み状況

パソコンで、入札物件を閲覧している様子
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令和２年２月 第 191号

【
飛
騨
森
林
管
理
署
】

　

十
一
月
二
十
五
日
、
市
内
の
伐
採
関

係
者
及
び
製
材
関
係
者
等
を
対
象
に

飛ひ

だ騨
市し

宮み
や
が
わ川
町
ち
ょ
う

内
の
市
有
林
に
お
い

て
、
飛
騨
市
主
催
に
よ
る
現
地
検
討
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
検
討
会
は
、
飛
騨
市
が
進
め
る

「
広こ

う
よ
う
じ
ゅ

葉
樹
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る

た
め
、
伐
採
か
ら
製
材
、
商
品
制
作
、

販
売
に
至
る
ま
で
の
新
た
な
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
や
、
活
用
を
図
る
小
径
木
の

程
度
や
質
、
並
び
に
現
地
で
伐
り
出
し

た
丸
太
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
、
川
上

か
ら
川
下
の
関
係
者
間
の
情
報
共
有
を

図
る
目
的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ナ
ラ
、
ブ
ナ
等
の
広
葉
樹
二に

じ次
林り
ん

で

の
施せ

業ぎ
ょ
う
ち地
で
は
、
将
来
の
育
成
木
を
残

し
、
不
良
木
を
伐
採
、
搬

は
ん
し
ゅ
つ出し
た
材
を

見
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

伐
採
業
者
か
ら
は
、「
パ
ル
プ
材
扱

い
で
処
理
す
る
」
と
意
見
が
あ
り
ま
し

た
が
、
製
材
業
者
や
木
工
品
販
売
業
者

か
ら
は
、「
様
々
な
広
葉
樹
が
ま
と
ま

れ
ば
、
板
材
に
利
用
で
き
る
」、「
最
近

は
家
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
で
も
一
種
類
だ

け
で
は
な
く
、
多
種
類
を
混
ぜ
て
模
様

に
し
た
り
、
カ
ツ
ラ
な
ど
は
、
大
根
の

カ
ツ
ラ
ム
キ
の
よ
う
に
切
削
し
て
化け
し
ょ
う粧

合ご
う
ば
ん板
に
利
用
す
る
」
な
ど
の
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。

　

検
討
会
に
参
加
し
、
広
葉
樹
の
採
材

の
仕
方
、
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

知
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
川
上
と
川

下
の
視
点
の
違
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　

新
た
な
利
用
、
需
要
等
の
情
報
の
共

有
化
を
図
り
つ
つ
、
今
後
も
地
域
の
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
岐
阜
森
林
管
理
署
】

　

十
一
月
二
十
八
日
、
岐ぎ

ふ
け
ん
阜
県
加か
も
ぐ
ん
茂
郡

七ひ
ち
そ
う
ち
ょ
う

宗
町
の
七ひ
ち
そ
う宗
遊ゆ
う
え
ん園
に
お
い
て
、
県

内
の
林
業
関
係
者
等
七
十
名
が
参
加

し
、
民
国
連
携
に
よ
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
食

害
防
除
対
策
講
習
会
及
び
現
地
検
討
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
岐
阜
大
学
応
用
生
物
科
学

部
の
安あ

ん
ど
う藤
正ま
さ
き規
准
教
授
、
池い
け
だ田
敬
た
か
し

特

任
助
教
に
講
師
と
し
て
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

安
藤
准
教
授
か
ら
は
、
国
定
公
園
等

に
お
け
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
食
害
事

例
が
多
数
報
告
さ
れ
、「
行
政
の
ス

ピ
ー
ド
は
、
シ
カ
の
被
害
拡
大
に
追
い

つ
け
な
い
。
そ
の
た
め
、
気
づ
い
た
と

き
に
は
手
遅
れ
と
い
う
こ
と
も
あ
る
」

と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
、
参
加
し

た
行
政
担
当
者
の
方
々
に
、
深
く
静
か

に
進
行
し
つ
つ
あ
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害

の
危
機
感
を
、
し
っ
か
り
お
持
ち
帰
り

い
た
だ
け
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
池
田
敬
特
任
助
教
か
ら
は
、

シ
カ
の
生
態
に
つ
い
て
講
義
を
い
た
だ

き
、
捕ほ

か
く
あ
つ

獲
圧
に
よ
り
シ
カ
の
行
動
が
変

化
す
る
デ
ー
タ
の
紹
介
が
あ
り
、
い
わ

ゆ
る
ス
レ
ジ
カ
（
捕
獲
困
難
な
シ
カ
）

を
つ
く
ら
な
い
こ
と
の
重
要
性
も
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

講
義
終
了
後
は
、
岐
阜
森
林
管
理
署

と
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
が
七
宗

国
有
林
内
に
設
置
し
て
い
る
「
獣
害
対

策
展
示
エ
リ
ア
」
を
視
察
す
る
と
と
も

に
、
参
加
者
各
位
の
日
頃
の
取
組
な
ど

に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

広
葉
樹
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
係
る

�

現
地
検
討
会
の
開
催

ニ
ホ
ン
ジ
カ
食
害
防
除
対
策

�

講
習
会
を
開
催

〈各地からのたより〉

丸太の採材を検討している様子

安藤准教授の講義様子

熱心に講義を聞く会場の様子
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第 191号 令和２年２月

【
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
】

　

十
二
月
四
日
、
八
曽
国
有
林
へ
名
古

屋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
の
学
生

十
五
名
が
自
然
散
策
に
訪
れ
、
豊
田
首

席
森
林
官
が
「
国
有
林
お
さ
ん
ぽ
マ
ッ

プ
」
で
紹
介
し
て
い
る
、
犬
山
・
八
曽

自
然
休
養
林
内
の
モ
ミ
の
木
キ
ャ
ン
プ

場
か
ら
八は

っ
そ曽
滝た
き

ま
で
の
コ
ー
ス
を
案
内

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
散
策
日
和

と
な
る
中
、
落
葉
し
色
と
り
ど
り
の
色

彩
に
包
ま
れ
た
散
策
路
や
マ
イ
ナ
ス
イ

オ
ン
た
っ
ぷ
り
の
八
曽
滝
な
ど
自
然
休

養
林
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
案
内
し
た
皆
さ
ん
は
、
い
つ
も

は
都
市
部
に
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
で
法
律

を
専
門
に
学
ん
で
い
ま
す
が
、
散
策
の

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
、
生
物
多
様
性
の
保

全
、
花
粉
症
や
地
球
温
暖
化
対
策
な

ど
、
最
近
の
森
林
や
国
有
林
を
取
り
巻

く
状
況
を
し
っ
か
り
捉
え
た
う
え
で
の

鋭
い
質
問
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
留

学
生
か
ら
は
、「
日
本
の
森
林
に
は
ゴ

ミ
が
な
く
美
し
い
こ
と
や
、
な
に
よ
り

も
そ
れ
を
支
え
る
人
々
の
心
が
素
晴
ら

し
い
」
と
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

当
所
で
は
、
今
後
も
自
然
休
養
林
な

ど
豊
か
な
森
林
資
源
を
活
用
し
、
森
林

と
人
々
と
の
絆
を
広
げ
る
普
及
啓
発
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
す
。

【
中
信
森
林
管
理
署
】

　

十
二
月
十
三
日
、
松ま

つ
も
と
し

本
市
堀ほ
り
ご
め米
保
育

園
の
園
児
二
十
名
を
対
象
に
、
工
作
や

ゲ
ー
ム
を
通
し
て
自
然
と
ふ
れ
あ
う
こ

と
を
目
的
と
し
た
森
林
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

最
初
に
、
冬
芽
を
題
材
に
し
た
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
、
樹
種
に
よ
っ

て
様
々
な
形
の
冬
芽
が
あ
る
こ
と
や
、

森
の
動
物
た
ち
が
冬
眠
し
て
冬
を
超
す

よ
う
に
、
木
は
冬
芽
で
寒
い
冬
を
乗
り

越
え
る
と
い
う
こ
と
を
学
習
し
ま
し

た
。

　

次
に
箱
に
入
っ
た
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
角

や
松
ぼ
っ
く
り
を
、
手
で
触
っ
た
感
触

だ
け
で
当
て
る
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し

た
。
松
ぼ
っ
く
り
は
簡
単
に
正
解
し
ま

し
た
が
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
角
は
難
し

か
っ
た
よ
う
で
「
木
の
枝
」
や
「
ト
ナ

カ
イ
の
角
」
な
ど
色
々
な
答
が
飛
び
出

し
、
初
め
て
見
た
実
物
を
興
味
深
そ
う

に
触
っ
た
り
、
頭
に
付
け
て
写
真
撮
影

を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
松
ぼ
っ
く
り
を
使
っ
た
ミ
ニ

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
作
り
を
行
い
、
土

台
の
木
製
コ
ー
ス
タ
ー
や
松
ぼ
っ
く
り

に
そ
れ
ぞ
れ
色
塗
り
や
ビ
ー
ズ
な
ど
で

夢
中
に
な
っ
て
飾
り
付
け
を
進
め
、
個

性
あ
ふ
れ
る
か
わ
い
い
ツ
リ
ー
が
完
成

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
森
林
教
室
を
通
し
て
、
自
然

と
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
り
、

森
林
に
住
む
動
植
物
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

〈各地からのたより〉
犬い
ぬ
や
ま山
・
八は
っ
そ曽
自
然
休
養
林
を
満
喫
！

　
～
法
科
大
学
院
生
を

�

森
林
官
が
案
内
～

ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
作
り
を
体
験

自然休養林の概要を説明している様子

自然休養林を観察している様子

完成したツリー（左）、ツリー作成中（右下）、シカの角で記念撮影（右上）
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令和２年２月 第 191号

【
岐
阜
森
林
管
理
署
】

　

十
一
月
二
十
八
日
、
岐ぎ
ふ
け
ん
阜
県
下げ

ろ

し
呂
市

小お
さ
か
ち
ょ
う

坂
町
の
「
観
音
滝
」
周
辺
に
お
い

て
、（
一
社
）
名
古
屋
林
業
土
木
協
会

小
坂
支
部
会
員
十
五
名
に
よ
る
、
社
会

貢
献
活
動
と
し
て
歩
道
等
の
整
備
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

小
坂
町
は
、
日
本
一
滝
の
多
い
町
と

し
て
知
ら
れ
、
落
差
五
㍍
以
上
の
も
の

だ
け
で
も
二
百
十
六
箇
所
も
あ
り
、
そ

の
殆
ど
は
、
岐
阜
森
林
管
理
署
管
内
の

落
合
国
有
林
内
に
所
在
し
、
こ
れ
ら
の

滝
の
様
子
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
滝
巡
り

の
コ
ー
ス
が
い
く
つ
か
設
定
さ
れ
て
お

り
、
詳
し
い
専
門
ガ
イ
ド
の
案
内
で
巡

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
観
音
滝
」
は
、
通
行
が
一
般
開
放

さ
れ
て
い
る
「
小お

さ
か坂
下げ

ろ呂
林
道
」
沿
線

か
ら
入
る
こ
と
が
で
き
、
一
般
の
方
で

も
比
較
的
容
易
に
巡
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
た
め
、
林
道
沿
線
の
管
理
と

と
も
に
、
安
全
な
滝
巡
り
が
で
き
る
よ

う
適
切
な
保
全
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

作
業
は
「
観
音
滝
」
へ
通
じ
る
谷
ま

で
、
雑
草
の
刈
払
い
、
灌か

ん

木ぼ
く

や
危
険
木

の
除
去
、
滑
落
の
恐
れ
の
あ
る
危
険
箇

所
へ
の
防
護
ロ
ー
プ
設
置
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
し

て
、
地
元
振
興
事
務
所
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
か
ら
も
、
感
謝
、
ね
ぎ
ら
い

の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
木
曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
】

　

平
成
二
十
六
年
の
御お
ん
た
け
さ
ん

嶽
山
噴
火
災
害

に
よ
り
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
木
曽
地

域
の
復
興
支
援
の
た
め
、
そ
の
歴
史
や

ゆ
か
り
の
人
物
等
に
よ
り
形
成
さ
れ
た

木
曽
ブ
ラ
ン
ド
を
求
め
て
訪
れ
る
観
光

客
等
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
「
中
山
道

木
曽
十
一
宿
パ
ズ
ル
ラ
リ
ー
」
に
引
き

続
き
「
第
二
弾
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

長な
が
の
け
ん

野
県
塩し
お
じ
り
し

尻
市
か
ら
岐ぎ
ふ
け
ん
阜
県
中な
か
つ
が
わ

津
川

市し

に
至
る
中
山
道
の
木
曽
十
一
宿
の
う

ち
、
福ふ

く
し
ま島
と
上あ
げ
ま
つ松
を
境
に
北
部
（
贄に
え

川か
わ

～
福
島
）
と
南
部
（
上
松
～
馬ま

籠ご
め

）
に

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
置
か
れ
た
六
枚
ず

つ
の
パ
ズ
ル
を
集
め
る
と
絵
が
二
種
類

完
成
し
ま
す
。

　

パ
ズ
ル
に
は
、
木き

そ

じ
曽
路
美
術
館
（
休

館
中
）
所
蔵
の
浮
世
絵
「
木き

そ曽
街か
い
ど
う道

六ろ
く
じ
ゅ
う
き
ゅ
う

拾
九
次つ
ぎ

之の
う
ち内
」
の
「
奈な

ら

い
良
井
」

及
び
「
須す
は
ら原
」（
歌う
た
が
わ川
広ひ
ろ
し
げ重
作
）
を
使

用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
ズ
ル
ピ
ー
ス
や
貼
り
板
、

台
座
に
は
、
木
曽
で
生
産
さ
れ
る
木
曽

ひ
の
き
材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

パ
ズ
ル
ラ
リ
ー
は
、
三
百
セ
ッ
ト
が

な
く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先
：
木
曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推

進
セ
ン
タ
ー
パ
ズ
ル
ラ
リ
ー
事
務
局

☎
：
〇
二
六
四
︱

二
二
︱

二
一
二
二

〈各地からのたより〉
ご
当
地
自
慢
「
観か
ん
の
ん音
滝た
き

」
を
整
備

�

～
地
域
振
興
へ
寄
与
～

中な
か
せ
ん
ど
う

山
道
　
木き

そ曽
十
一宿
パ
ズ
ル
ラ
リ
ー

�

第
二
弾
の
開
始

急峻地にロープを張り歩道面を整備

作業後、観音滝を背に記念撮影

パズル完成品、左が、「奈良井（北部）」右が、「須原（南部）」

ル
ー
ル
等
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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第 191号 令和２年２月

　

中
部
森
林
管
理
局
の
国
有
林
お
散
歩

マ
ッ
プ
に
は
、
岩
村
城
址
及
び
小お

り里

城じ
ょ
う
し址
（
瑞み
ず
な
み
し

浪
市
）
を
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
散
歩
マ
ッ
プ
も
活
用
し
て
、

歴
史
に
触
れ
る
散
策
を
満
喫
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
麒き
り
ん麟

が
く
る
」
は
、
美み
の
の濃
国く
に

（
岐ぎ
ふ
け
ん
阜
県
）
が

生
誕
の
地
と
い
わ
れ
る
明あ

け
ち智
光み
つ

秀ひ
で

が
主

人
公
で
す
。

　

明
智
光
秀
は
軍
事
や
政
治
、
外
交
に

長
け
た
逸
材
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
一
番
は
や
は
り
「
本ほ
ん
の
う
じ

能
寺
の
変
」。

主
君
の
織お

だ田
信の
ぶ
な
が長
を
討
っ
た
こ
と
で
有

名
で
す
が
、
生
誕
に
は
複
数
の
言
い
伝

え
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
青
年
期
に
つ
い
て
は
、
史
実
に

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、

少
々
、
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
人
物
で
す
。

　

今
回
、
光
秀
生
誕
の
地
の
一
つ
と
い

わ
れ
る
、
岐
阜
県
東と
う
の
う濃
エ
リ
ア
の
「
山や
ま

城じ
ょ
う
し址
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

東
濃
地
域
に
は
、
岩い
わ
む
ら村
城じ
ょ
う
し址

（
恵え

な

し
那
市
）、
苗な
え
ぎ木
城じ
ょ
う
し址
（
中な
か
つ
が
わ
し

津
川
市
）

を
始
め
、
約
八
十
近
く
の
山や
ま
じ
ろ城
が
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
城
は
、
一
五
三
〇
～
一
五
八
〇
年

代
、
山
の
中
腹
に
土ど
る
い塁
や
堀ほ
り

を
整
備

し
、
敵
が
攻
め
に
く
い
よ
う
に
地
形
を

生
か
し
て
築
か
れ
、
戦
国
時
代
末
期

（
一
五
九
〇
年
代
以
降
）
に
な
る
と
、

山
城
か
ら
壮
大
な
天て

ん
し
ゅ
か
く

守
閣
に
建
築
様
式

が
変
わ
り
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
徐
々

に
縮
小
さ
れ
、
明
治
以
降
に
な
る
と
ほ

と
ん
ど
が
廃
城
と
な
り
、「
城じ
ょ
う
し址
」
と

し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

一
月
十
一
日
に
岐
阜
県
の
恵
那
市
明あ
け

智ち
ち
ょ
う町
、
岐
阜
市
、
可か

に

し
児
市
に
大
河
ド
ラ

マ
館
が
開
館
し
ま
し
た
。
恵
那
市
明
智

町
の
ド
ラ
マ
館
は
、
明あ
け
ち知
城じ
ょ
う
し址
散
策

コ
ー
ス
沿
い
に
あ
り
、
東
濃
地
域
の
山

城
に
つ
い
て
の
展
示
な
ど
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

ご当地

自慢
山城址めぐり

東濃森林管理署

83

やまじょうし

★
★

★

★
小里城址

岩村城址

苗木城址

明知城址

明
知
鉄
道

明
知
鉄
道

明智駅

岩村駅

恵那駅

中津川IC

瑞浪IC
中央
自動
車道

恵那IC

苗木城址から木曽川・中津川市街地【岐阜県中津川市】

岩村城址【岐阜県恵那市】

小里城址から瑞浪市街地【岐阜県瑞浪市】

◆
ア
ク
セ
ス

　【
自
動
車
】

　

○
明
知
城
址
：
岐
阜
県
恵
那
市
明
智
町
城
山

　
　

中
央
道
「
恵
那
IC
」
よ
り
約
三
十
五
分

　

○
岩
村
城
址
：
岐
阜
県
恵
那
市
岩
村
町
城
山

　
　

中
央
道
「
恵
那
IC
」
よ
り
約
二
十
分

　

○
小
里
城
址
：
岐
阜
県
瑞
浪
市
稲
津
町
小
里

　
　

中
央
道
「
瑞
浪
IC
」
よ
り
約
十
五
分

　

○
苗
木
城
址
：
岐
阜
県
中
津
川
市
苗
木

　
　

中
央
道
「
中
津
川
IC
」
よ
り
約
十
分

お
散
歩
マ
ッ
プ
は
、
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
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令和２年２月 第 191号

【
愛あ
い
ち知
森
林
管
理
事
務
所 

豊と
よ
た田
森
林
事
務
所
】

�

首
席
森
林
官
　
山や
ま
ぐ
ち口

　
元
は
じ
め

　
豊
田
森
林
事
務
所
は
、
自
動
車
メ
ー

カ
ー「
ト
ヨ
タ
」
の
本
社
が
所
在
す
る

豊
田
市
の
中
心
地
に
あ
り
、
豊と
よ
た
し

田
市
、

瀬せ

と

し
戸
市
、
犬い
ぬ
や
ま
し

山
市
に
約
二
千
九
百
㌶
の

国
有
林
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。

　
比
較
的
都
市
部
に
近
い
、
犬い

ぬ
や
ま山
、

八は
っ
そ曽
、
瀬せ

と戸
の
各
国
有
林
は
、
都
市
近

郊
林
と
し
て
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
遊
歩
道

な
ど
が
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
有

林
内
を
通
過
す
る
東
海
自
然
歩
道
は
多

く
の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
住
宅
地
が
国
有
林
に
隣
接
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
路
沿
い
の
待
避

所
や
駐
車
ス
ペ
ー
ス
付
近
は
、
不
法
投

棄
場
が
目
立
ち
、
地
域
関
係
者
と
と
も

に
、
ゴ
ミ
対
策
に
つ
い
て
粘
り
強
く
対

応
し
て
い
く
必
要
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
森
林
事
務
所
の
主
な
業
務
は
、
現
在

造
林
事
業
と
国
有
林
の
管
理
や
森
林
ふ

れ
あ
い
事
業
で
す
が
、
次
期
計
画
か
ら

の
間
伐
事
業
の
大
幅
な
増
加
に
備
え
、

業
務
を
効
率
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
三
月
に
は
八
曽
国
有
林
で

八
百
名
が
参
加
す
る
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ

ン
グ
の
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
モ
ミ
の
木
駐
車
場
を
出

発
し
、
国
有
林
内
の
起
伏
の
大
き
い

コ
ー
ス
を
、
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
と
シ
ョ
ー

ト
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
競
い
合
い
ま

す
。

　
体
力
に
自
信
の
あ
る
方
は
、
是
非
参

加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
未
来
の
担
い
手
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
こ
の
仕
事
は
自
然
が
相
手
で
、
す
ぐ

結
果
が
分
か
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
先
人
た
ち
が
手
を
か
け

た
立
派
な
森
林
を
見
て
、
自
分
が
施
業

を
行
っ
た
森
林
も
い
つ
か
は
こ
う
な
る

の
か
思
う
と
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り

ま
す
し
、
大
変
や
り
が
い
を
感
じ
る
仕

事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
一
生
の
仕
事
と
し
て
、
国
有
林
へ
の

就
職
を
お
勧
め
し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

﹁
森
林
官
か
ら
の
便
り
﹂

〈森
も り

林のお仕事紹介コーナー（農林水産省林
りんやちょう

野庁）〉
　
国
有
林
と
言
え
ば
現
場
、
現
場
と
言
え
ば

森
林
官
！
し
か
し
、
一
般
の
方
に
は
余
り
馴

染
み
が
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
各
地
に
あ
る
森
林
事
務
所
や
地
域

の
特
色
、
森
林
官
の
仕
事
な
ど
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

瀬戸国有林の遊歩道沿いのツツジ

八曽の滝の前を横切るトレイルランニングのコース

定光寺から望む名古屋駅高層ビル群と東
とうごくさん

谷山

森林計画作成のための現地検討会（右端が筆者）
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第 191号 令和２年２月

日ひ

わ

だ
和
田
林
産
　
有
限
会
社

　
　
　
　
　
　
　

吉よ
し
も
と本　

龍
り
ゅ
う

誠せ
い

　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
一
九
年
入
社
）

■
事
業
の
概
要

　

 

請
負
事
業
：
森
林
環
境
保
全
整
備
事

業
（
保
育
間
伐
活
用
型 

飛
騨
４
青

屋
）

　

発
注
者
：
飛ひ

だ騨
森
林
管
理
署

　

現
場
は
ヒ
ノ
キ
・
カ
ラ
マ
ツ
の
人

工
林
で
、
高
性
能
林
業
機
械
を
用
い
て

間
伐
材
の
搬
出
作
業
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
急
傾
斜
で
大
き
な
岩
石
も
多
い
こ

と
か
ら
、
現
場
踏
査
を
十
分
に
行
い
、

集
材
距
離
、
路
面
勾
配
に
配
慮
し
て
作

業
道
を
開
設
し
、
ま
た
、
全
員
で
意
見

を
出
し
合
い
な
が
ら
生
産
性
向
上
に
繋

が
る
よ
う
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
現
場
で
の
役
割
、
魅
力

　

前
の
仕
事
の
経
験
を
活
か
し
、
先
輩

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
森
林
作
業
道
の

支
障
木
伐
倒
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
除

根
作
業
を
行
う
場
合
は
作
業
が
し
や
す

い
よ
う
伐
採
位
置
を
高
め
に
し
、
集
材

す
る
場
合
は
根ね

か
ぶ株
が
支
障
と
な
ら
な
い

よ
う
地
面
ギ
リ
ギ
リ
に
伐
採
す
る
な

ど
、
次
の
作
業
の
流
れ
、
効
率
を
考
え

て
伐
倒
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
丸
太
の
巻ま
き

立た
て

作
業
等
で
重
機

操
作
の
経
験
を
積
ん
で
い
ま
す
。
各
作

業
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
先
輩
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
吸
収
し
、
自
分
な
り
に

色
々
考
え
て
日
々
の
状
況
に
応
じ
た
作

業
が
出
来
る
こ
と
が
新
鮮
で
す
。
班
の

担
い
手
と
し
て
一
人
前
に
な
れ
る
よ
う

日
々
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

■
森
林
・
林
業
の
世
界
に

 

入
っ
た
き
っ
か
け

　

私
は
高
山
市
出
身
で
、
地
元
の
飛
騨

高
山
高
等
学
校
環
境
科
学
科
（
林
業
専

攻
）
に
入
学
す
る
ま
で
は
、
林
業
に
は

あ
ま
り
興
味
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
実
習
で
行
っ
た
造
材
作
業
、
小
径

木
の
伐
倒
な
ど
で
、
初
め
て
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
に
触
れ
、
木
を
切
る
楽
し
さ
を
知

り
ま
し
た
。

　

ま
た
二
年
生
の
時
に
参
加
し
た
山
仕

事
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
高
性
能

林
業
機
械
の
試
乗
体
験
や
直
径
三
十
㌢

㍍
以
上
の
カ
ラ
マ
ツ
の
伐
倒
を
体
験
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
木
が
倒
れ
て

い
く
様
子
に
圧
倒
さ
れ
、
地
響
き
に
驚

き
感
動
し
、
将
来
の
仕
事
は
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
を
使
っ
た
仕
事
を
し
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
卒
業
後
、
名
古

屋
市
な
ど
で
造
園
の
仕
事
に
従
事
し
て

い
ま
し
た
が
、
結
婚
を
機
に
地
元
へ

戻
っ
て
林
業
に
携
わ
り
た
い
と
思
い
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
お
世
話
に
な
っ

た
今
の
会
社
に
就
職
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

■
未
来
の
担
い
手
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

林
業
は
危
険
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
が
、
日
々
違
う
環
境
の
中
で
作

業
手
順
を
遵
守
し
、
必
要
な
準
備
を
万

全
に
す
る
こ
と
で
、
安
全
が
確
保
さ
れ

ま
す
。
地
域
の
森
林
を
守
り
、
活
用
す

る
大
切
な
仕
事
で
す
。
担
い
手
と
し
て

一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

〈森
も り

林のお仕事紹介コーナー（森林・林業）〉
シ
リ
ー
ズ

﹁
森
林
・
林
業
界
か
ら
の
便
り
﹂

　
受
注
し
て
く
だ
さ
る
民
間
事
業
体
あ
っ
て

の
国
有
林
。
そ
こ
で
、
国
有
林
の
植
林
や
間

伐
な
ど
を
行
う
森
林
・
林
業
事
業
体
か
ら
の

投
稿
を
も
と
に
、
頑
張
っ
て
い
る
若
者
や
女

性
技
術
者
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

丸太の巻立作業

指差呼称「方向良し」
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令和２年２月 第 191号〈森
も り

林のお仕事紹介コーナー（林業土木）〉　
株
式
会
社
　
相
模
組 

　
　
　
　
　
　
　

牛う
し
こ
し越　

幹み
き

　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
一
六
年
入
社
）

■
事
業
の
概
要

　

請
負
事
業
：
芦あ
し
ま間
川が
わ

災
害
関
連
緊
急

　

治
山
工
事

　

発
注
者
：
中
信
森
林
管
理
署

　

平
成
二
十
八
年
の
豪
雨
に
よ
り
土
石

流
が
発
生
し
、
既
設
治
山
ダ
ム
三
基
が

埋
没
し
、
渓け
い

床し
ょ
うに
は
現
在
も
不
安
定
な

土
砂
が
多
く
堆
積
し
て
お
り
、
大
雨
に

よ
り
土
砂
が
流
出
す
る
危
険
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
渓け
い
か
ん
こ
う

間
工
を
三
基
設
置
す
る

工
事
を
行
い
ま
し
た
。

■
現
場
で
の
役
割
、
魅
力

　

当
現
場
で
の
役
割
は
、
丁

ち
ょ
う

張は
り

設
置
作

業
、
出で
き
が
た
来
形
等
の
写
真
撮
影
な
ど
現
場

管
理
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
測

量
は
出
来
形
に
影
響
す
る
部
分
で
、
精

度
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
構
造
物
が
、
出

来
形
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
、
一
つ
一

つ
の
作
業
を
丁
寧
に
行
い
、
確
認
を
し

な
が
ら
業
務
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

現
場
の
標
高
は
千
㍍
以
上
あ
り
、
天

候
も
変
わ
り
や
す
く
、
河
川
内
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
自
然
を
相
手
に
作
業
す

る
の
は
非
常
に
大
変
で
し
た
。
し
か

し
、
日
々
の
業
務
の
積
み
重
ね
で
、
少

し
ず
つ
出
来
上
が
っ
て
い
く
構
造
物
を

見
る
と
達
成
感
が
あ
り
、
や
り
が
い
を

感
じ
ま
し
た
。

■
林
業
土
木
の
世
界
に

 

入
っ
た
き
っ
か
け

　

父
が
建
設
業
に
携
わ
っ
て
お
り
、
幼

い
頃
か
ら
土
木
は
身
近
な
存
在
で
し

た
。
仕
事
の
手
伝
い
な
ど
を
す
る
う
ち

に
、
私
も
父
の
よ
う
な
建
設
業
を
担
う

一
人
の
技
術
者
と
し
て
働
き
た
い
と
思

い
、
専
門
的
な
分
野
を
学
べ
る
高
校
へ

進
学
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
㈱
相
模
組
へ
入
社
し
、
四
年

目
と
な
り
ま
し
た
。
技
術
者
と
し
て
一

人
前
に
な
る
た
め
勉
強
の
毎
日
で
す
。

将
来
の
建
設
業
を
担
う
た
め
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

■
未
来
の
担
い
手
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

建
設
業
は
３
Ｋ
な
ど
と
言
わ
れ
、
あ

ま
り
良
い
イ
メ
ー
ジ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
き
つ
い
・
汚
い
・
危
険
」
そ
ん
な
こ

と
も
時
に
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上

に
私
は
こ
の
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
。
建
設
業
は
生
活
の
基
盤
と

な
る
重
要
な
仕
事
で
す
。
建
設
業
に
従

事
す
る
自
分
に
し
か
で
き
な
い
役
割
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
生
活

基
盤
を
支
え
る
技
術
者
と
し
て
一
緒
に

が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

シ
リ
ー
ズ

﹁
林
業
土
木
業
界
か
ら
の
便
り
﹂

　
受
注
し
て
く
だ
さ
る
民
間
事
業
体
あ
っ
て

の
国
有
林
。
そ
こ
で
、
国
有
林
の
林
道
や
治

山
工
事
な
ど
を
行
う
林
業
土
木
事
業
体
か
ら

の
投
稿
を
も
と
に
、
頑
張
っ
て
い
る
若
者
や

女
性
技
術
者
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

生コンクリートを流し込んでいる様子

谷止工コンクリート出来形検測の様子

完成した谷止工工事現場の様子
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第 191号 令和２年２月

①
７
日　

冬
の
灯
明
夜
ま
つ
り

�

（
北
信
署　

野
沢
温
泉
村
）

　

野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
日
影
ゲ
レ
ン
デ
に
て
、

灯
明
と
ゲ
レ
ン
デ
花
火
、
松
明
滑
走
な
ど
幻
想

的
な
光
の
世
界
。
昼
間
と
は
ま
っ
た
く
違
う
夜

の
ス
キ
ー
場
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
振
舞
い

酒
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

時
間
：
十
九
時
～

お
問
い
合
わ
せ
：
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場

②
７
日　

第
49
回
栂つ

が
い
け池
高
原
雪
の
祭
典

�

（
中
信
署　

小
谷
村
）

　
「
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
」
に
「
た
い
ま

つ
滑
走
」、
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
メ
モ
リ
ア
ル
も
交

え
た
幻
想
的
な
冬
の
打
ち
上
げ
花
火
。
白
馬
山

麓
最
大
級
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

※
た
い
ま
つ
滑
走
参
加
者
募
集
中
（
当
日
会
場

で
も
受
け
付
け
ま
す
）。

時
間
：
十
九
時
～

お
問
い
合
わ
せ
：
栂
池
高
原
ス
キ
ー
場

③
７
日
～
22
日　

四し

が賀
福ふ
く
じ
ゅ
そ
う

寿
草
ま
つ
り

�

（
中
信
署　

松
本
市
）

　

赤あ
か
ぬ怒
田た

の
群
生
地
に
は
約
五
十
万
株
の
福
寿

草
が
自
生
す
る
全
国
有
数
の
福
寿
草
群
生
地
で

す
。

　

祭
り
の
期
間
は
、
物
販
、
豚
汁
の
サ
ー
ビ

ス
、
地
元
の
太
鼓
の
演
奏
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

場
所
： 

松
本
市
四
賀
会
田
一
一
八-

一
赤
怒
田

福
寿
草
群
生
地

お
問
い
合
わ
せ
：
四
賀
む
ら
づ
く
り
株
式
会
社

④�

７
日　

犬
山
八
層
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ

レ
ー
ス�

（
愛
知
所　

犬
山
市
）

　

犬
山
市
の
東
部
に
位
置
す
る
犬
山
八
層
休
養

林
は
、
丘
陵
性
山
地
で
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人

工
林
と
カ
シ
・
シ
イ
・
コ
ナ
ラ
等
の
天
然
林
か

ら
な
る
緑
豊
か
な
森
林
内
で
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

ニ
ン
グ
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
ま
す
。
レ
ー
ス
翌
日

八
日
に
は
大
会
参
加
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
様
も
含
め

て
、
レ
ー
ス
後
の
ゴ
ミ
拾
い
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
ト
レ
イ
ル
」
を
開
催
。

お
問
い
合
わ
せ
：
犬
山
八
曽
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ

ン
グ
レ
ー
ス
実
行
委
員
会

⑤
14
日
～
15
日　

第
68
回
ぎ
ふ
梅
ま
つ
り

�

（
岐
阜
署　

岐
阜
市
）

　

金き
ん
か
ざ
ん

華
山
国
有
林
の
南
麓
に
あ
る
岐
阜
梅
林
公

園
は
、
千
三
百
本
も
の
梅
の
木
が
植
え
ら
れ
た

梅
の
名
所
。
昭
和
二
十
六
年
か
ら
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・

シ
ョ
ー
、
子
ど
も
写
生
大
会
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の
運

行
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
：
ぎ
ふ
梅
ま
つ
り
実
行
委
員
会

⑥
中
旬
頃　

香こ
う

嵐ら
ん
け
い渓
の
カ
タ
ク
リ
の
花

�

（
愛
知
所　

豊
田
市
）

　

香
嵐
渓
の
飯い
い
も
り
や
ま

盛
山
の
北
西
向
き
斜
面
に
「
カ

タ
ク
リ
の
花
」
の
群
生
地
が
あ
り
ま
す
。
例
年

開
花
は
三
月
の
中
旬
頃
。
香
嵐
渓
で
は
自
生
し

て
い
た
も
の
を
保
護
・
育
成
し
て
て
い
ま
す
。

花
の
姿
が
可
憐
で
、
早
春
の
妖
精
と
も
い
わ
れ

る
彼
女
た
ち
に
是
非
逢
い
に
訪
れ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
：
足
助
観
光
協
会

⑦
21
日　

白
馬
ア
ル
プ
ス
・
は
く
の
り
花
火

�

（
中
信
署　

小
谷
村
）

　

若
栗
中
央
ゲ
レ
ン
デ
か
ら
花
火
が
打
ち
上
げ

ら
れ
、
冬
の
夜
空
が
華
や
か
に
彩
ら
れ
神
秘
的

で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
：
白
馬
乗
鞍
ス
キ
ー
場

⑧�

三
月
中　
「
平
成
こ
ぶ
し
街
道
」
の
コ
ブ
シ

の
花
が
見
頃�

（
岐
阜
署　

関
市
）

　

美み

の濃
（
関せ
き
し市
）
と
南み
な
み
ひ
だ

飛
騨
（
下げ

ろ

し
呂
市
）
を
結

ぶ
県
道
五
八
号
関
金
山
線
は
「
平
成
こ
ぶ
し
街

道
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
お
り
、
沿
道
に
は

多
く
の
「
こ
ぶ
し
の
木
」
が
植
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
真
っ
白
な
花
が
見
頃
を
迎
え
ま
す
。

　月
の

〜
魅
力
イ
ッ
パ
イ
国
有
林
〜

聴
き
ど
こ
ろ

見
ど
こ
ろ

3
【
上
　
旬
】

【
中
　
旬
】

【
下
　
旬
】
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令和２年２月 第 191号

　２月、立春を過ぎれば暦の上では春、と言っても、まだまだ寒い
日が・・・。と例年では、このような書き出しではじまるところです
が、今年は、長野市でも４月中旬の陽気が続くなど、本当に季節
は春です。
　ニュースでは、冬眠から覚めた熊やカエルや、雪解けの雪崩も
話題になっています。また、散歩の途中に見つけたフキノトウに、
春の到来を感じました。
　また、スキーゲレンデでは、例年より早い、ポカポカ陽気の春
スキーが楽しめます。
　季節の変わり目となっていますので、体調をくずしたりなさいま
せんよう、お気をつけください。

☆�魅力イッパイ国有林などに関する写真投稿を随時募集していま
す。
　�ステキな写真が撮れましたら　migoro＠maff.go.jpまで電子
メールでお送りください。（１メール容量２ＭＢ以内）
※�特にステキな写真は、広報誌「中部の森林」の表紙に掲載し紹
介させていただきます。ご投稿には、氏名またはニックネーム、
整理番号（今月なら①～⑧のいずれか）、撮影日を記入してお送
りください。感想やコメントを添えていただいても構いません。
☆�森林でのお仕事紹介コーナーを見て、森林・林業業界へのご興
味を持っていただけたら幸いです。進路検討中の皆様、お気軽
に最終ページのお問い合わせ先へご相談ください。

編 集 長 だ よ り あなたのお気に入りの一枚！お待ち申し上げます！

　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
長
野
県
の
共

催
を
受
け
、
長
野
県
産
の
ブ
ラ
ン
ド
材
を

用
い
た
新
空
間
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
に
つ
い

て
、
昨
年
、
十
月
下
旬
に
受
賞
作
品
の
発

表
と
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

受
賞
作
品
の
う
ち
、
学
生
の
部
優
秀
賞

（
長
野
県
知
事
賞
）
を
受
賞
し
た
「
か
さ

ね
」
及
び
、
社
会
人
の
部
部
門
賞
受
賞
の

「
風
や
わ
ら
木
」
に
つ
い
て
、
実
際
に
製
作

し
た
も
の
を
展
示
致
し
ま
す
。

開
催
場
所

　

 

Ｊ
Ｒ
長
野
駅
直
結
「
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
長

野
」
り
ん
ご
の
ひ
ろ
ば

開
催
日
時

　

 

二
月
二
十
四
日
（
月
祝
）～
三
月
一
日

（
日
）

　

※ 

二
月
二
十
四
、二
十
九
日
、
三
月
一
日

の
十
一
時
～
十
五
時
の
間
は
職
員
が

駐
在
し
ま
す
。

　

※ 

「
ブ
ラ
ン
ド
材
を
用
い
た
新
空
間
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
ペ
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

森
林
整
備
部　

資
源
活
用
課

担
当
者
：
三
谷
、
大
坪

電
話
：
〇
五
〇-

三
一
六
〇-

六
五
六
九

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界

的
に
拡
大
し
て
お
り
、
国
内
に
お
い
て
も
、

感
染
経
路
を
特
定
で
き
な
い
可
能
性
の
あ

る
症
例
が
複
数
認
め
ら
れ
る
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

中
部
森
林
管
理
局
と
し
ま
し
て
も
、
一

月
二
十
八
日
、
二
十
九
日
に
開
催
し
た

「
令
和
元
年
度
中
部
森
林
技
術
交
流
発
表

会
」
の
来
場
者
に
手
洗
い
、
消
毒
の
実
施

や
配
布
し
た
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
す

る
な
ど
、
感
染
対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
二
月
十
八
日
に
は
、
国
内
に
お

い
て
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま

え
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
中

部
森
林
管
理
局
対
策
本
部
」
を
設
置
し
ま

し
た
。
こ
れ
以
降
、
対
策
本
部
に
お
い
て
、

林
野
庁
本
庁
や
森
林
管
理
署
等
と
緊
密
に

連
携
し
な
が
ら
、
情
報
収
集
や
職
員
に
対

す
る
知
識
の
普
及
、
予
防
策
の
徹
底
な
ど

必
要
な
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
来
庁
さ
れ
る
お
客
様
に
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
感
染
症
対
策
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
当
局
主
催
の
行

事
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
時
々
の
状
況
に

応
じ
て
延
期
も
含
め
、
柔
軟
に
対
応
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

お 

知 

ら 

せ
審査の講評
デザインとしてのインパクトがあり美しいものになり
そう。可変性が高く、香りを楽しむこともできる。

審査の講評
切り込み全面で曲げ加工する発想は新鮮で、波状のデ
ザインが興味深くさわやかな印象。

学
生
の
部
　
優
秀
賞

　
長
野
県
知
事
賞

社会人の部　部門賞
「
か
さ
ね
」

有あ
り
ま馬 

幸ゆ
き

 

（
長
野
県
、
上
松
技
術
専
門
校
）

「風やわらぎ」　久
く ぼ

保 礼
れ い こ

子　（長野県、公務員）

細い材を差し込む土台を作るだけのデザイン
のため、必要最小限の作業工程で済みます。

①部材を寸法に沿って木取りする。

②表面を手押し鉋盤、自動鉋盤で整え、
　角は安全のため面取りする。

③土台のほぞ加工を行い、組み立てる。

④細い縦材をを作る。

⑤縦材を並べて完成。

※ほぞ継ぎが困難な場合、ビスと金具での接合でも可。

120×18×2000mmの材料を効率的に
木取りできる寸法に設計されているため、
最小限の部材で済み、経済的です。

材料　幅120×長さ1800×厚さ18mm

材料が１本650円とすると、

650×10＝ 6500 円

が１つあたりの費用となります。

幅29×長さ1800×厚さ8mm ̶ 36本

×6本

縦材

幅39×長さ1200×厚さ18mm ̶ 17本
枠材Ⅰ

幅89×長さ800×厚さ18mm
×1本底板

檜人工林の木々の重なりを表現し、家の中に森を生み出します。
従来のパーテーションは「置く」ということのみをユーザーが行なったが、
そこに「作る」楽しさやユーザーの「個性」を加えるものにしました。
さらに製作工程が少なく、一人で運びやすいように軽量化を目指しました。
材の置く間隔や縦置き/横置きによって目隠しにも導線を遮ることにもなります。

細い材を自由に並べることで、
何パターンものパーテーションを
作ることができる。

S = 1 : 10

×2本

幅12×長さ89~1200×厚さ18mm ̶ 17本
枠材Ⅱ

×1本

482

1
5
1
4

パネルをつなげれば幅広く ,
横向きに置けば違う雰囲気に
も。

裏表切り込み加工
10°深さ7mm 間隔6mm

・板材（写真は合板で作っています）の裏表に斜めに切り込みを入れ柔らかく曲がるよ

うに加工し、曲線で切り出し溝を掘った板材にはめ込み、交互に並べてパーティション

を作りました。

・使用する部材は同じサイズの板材（長さ 1550mm・幅 120mm・厚さ 12mm）から切り出せ

るように工夫しました。

・見る角度によって表面のうねりが見えるようになります。

ブランド材を用いた新空間デザインコンペ応募案

住宅向けパーティション 「風やわら木」

細い材を差し込む土台を作るだけのデザイン
のため、必要最小限の作業工程で済みます。

①部材を寸法に沿って木取りする。

②表面を手押し鉋盤、自動鉋盤で整え、
　角は安全のため面取りする。

③土台のほぞ加工を行い、組み立てる。

④細い縦材をを作る。

⑤縦材を並べて完成。

※ほぞ継ぎが困難な場合、ビスと金具での接合でも可。

120×18×2000mmの材料を効率的に
木取りできる寸法に設計されているため、
最小限の部材で済み、経済的です。

材料　幅120×長さ1800×厚さ18mm

材料が１本650円とすると、

650×10＝ 6500 円

が１つあたりの費用となります。

幅29×長さ1800×厚さ8mm ̶ 36本

×6本

縦材

幅39×長さ1200×厚さ18mm ̶ 17本
枠材Ⅰ

幅89×長さ800×厚さ18mm
×1本底板

檜人工林の木々の重なりを表現し、家の中に森を生み出します。
従来のパーテーションは「置く」ということのみをユーザーが行なったが、
そこに「作る」楽しさやユーザーの「個性」を加えるものにしました。
さらに製作工程が少なく、一人で運びやすいように軽量化を目指しました。
材の置く間隔や縦置き/横置きによって目隠しにも導線を遮ることにもなります。

細い材を自由に並べることで、
何パターンものパーテーションを
作ることができる。

S = 1 : 10

×2本

幅12×長さ89~1200×厚さ18mm ̶ 17本
枠材Ⅱ

×1本

「
ブ
ラ
ン
ド
材
を
用
い
た
新
空
間

　
　
　
デ
ザ
イ
ン
コ
ンペ
」
受
賞
作
品

�

展
示
会
の
開
催

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
への
対
応



お問い合わせ先　中部森林管理局　〒380-8575　長野県長野市大字栗田715-5　TEL 050-3160-6500   FAX 026-225-6112
名 古 屋 事 務 所 〒456-8620 愛知県名古屋市熱田区熱田西町1-20 TEL 050-3160-6660 FAX 052-683-9269
富 山 森 林 管 理 署 〒939-8214 富山県富山市黒崎字塚田割591-2 TEL 050-3160-6080 FAX 076-424-4934
北 信 森 林 管 理 署 〒389-2253 長野県飯山市大字飯山1090-1 TEL 050-3160-6045 FAX 0269-62-4144
中 信 森 林 管 理 署 〒390-0852 長野県松本市島立1256-1 TEL 050-3160-6050 FAX 0263-47-4754
東 信 森 林 管 理 署 〒384-0301 長野県佐久市臼田1822 TEL 050-3160-6055 FAX 0267-82-6959
南 信 森 林 管 理 署 〒396-0023 長野県伊那市山寺1499-1 TEL 050-3160-6060 FAX 0265-72-7774
木 曽 森 林 管 理 署 〒399-5604 長野県木曽郡上松町正島町1-4-1 TEL 050-3160-6065 FAX 0264-52-2582
南　　木　　曽　　支　　署 〒399-5301 長野県木曽郡南木曽町読書3650-2 TEL 050-3160-6070 FAX 0264-57-2686
飛 騨 森 林 管 理 署 〒506-0031 岐阜県高山市西之一色町3丁目747-3 TEL 050-3160-6085 FAX 0577-34-8932
岐 阜 森 林 管 理 署 〒509-3106 岐阜県下呂市小坂町大島1643-2 TEL 050-3160-6090 FAX 0576-62-2503
東 濃 森 林 管 理 署 〒508-0351 岐阜県中津川市付知町8577-4 TEL 050-3160-5675 FAX 0573-82-2109
愛 知 森 林 管 理 事 務 所 〒441-1331 愛知県新城市庭野字東萩野49-2 TEL 0536-22-1101 FAX 0536-23-2254
森 林 技 術 ・ 支 援 セ ン タ ー 〒509-2202 岐阜県下呂市森876-1 TEL 050-3160-6095 FAX 0576-25-2420
木曽森林ふれあい推進センター 〒397-0001 長野県木曽郡木曽町福島1250-7 TEL 0264-22-2122 FAX 0264-21-3151
伊 那 谷 総 合 治 山 事 業 所 〒395-0001 長野県飯田市座光寺5152-1 TEL 050-3160-6075 FAX 0265-22-0149

（　）は庁舎所在市町村


